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「キャリアデザインj が開発されて 3年目となる本年は、前年度までの講座制を廃止し、テーマ設定から
調査・まとめまで 1年間かけて取り組ませた。またファイノレでなく、市販の手i援を使って自己管理を行わせ
た。生徒の自己評価やふりかえりの記述からは、ある程度の成果を認めることができる。一方でレポート作
成や発表の指導内容・方法や、評価については課題が残る。
キーワード:学びのスキル ソーシャル・スキル マネジメント・スキル 「知る・考える・伝えるj
興味・関心
1 .はじめに
l年恥必履4釘ヰ呂「キャリアデザインjは、平成23年
度から始まった総合戦ヰ第3期の教育課程で開発された
科目である。料交では各種舌動について3年を単位とし
て総括し、見直している。 3年目となる本年は完成年度
にあたるため、これまでの2年間の実践を踏まえ、課題
として挙げられた点を改良すべく菊j包計画を立てた。本
稿では前年度までの実践を概観し、本年度の取り組み及
ひ〈成果と熟題について述べる。
2.前年度までの「キャリアデザインJ
2. 1 設置の経緯
新教育課程の編成にあたって、 1・2年次では土曜日授
業が設定された。土曜日の時間の使し1方iこっし1て朝交が
魅力ある案を示し、生徒の学習意欲を喚起する、平日の
授業時間を7時間から 6時間に減らし、ゆとりのある学
校の生活時間を確保するとし1う二点が主な理由である。
オロ|交の拘1究紀要』第49集によれば、 1年次の土曜授
業は「通常の授業展開では難しし1 砂人類受剰を実現
し、『学ぶ楽しさ』を生徒に実感させるとともに、総合学
科における学びのスキノレを獲得させ、中高衡実をスムー
スにおこなうことjを基オ魂念として構想された。上記
の「少人鋭受業jについて、もう一つの必履働相であ
る「産業社会と人間jは、 I年次の担任・副担任の 8名
が担当し、クラスや年次を単位として授業を展開してい
る。しかしオ場ヰ自では、担任回に年次外の4名を加えた
12名の教員が全クラス混合の 13，.，_14名を担当し、一学
期間を通して「丁寧に面倒をみていくJ点が異なる。ま
た授業時間は少ないものの、授業時に提出させる毎日の
言己録を石信忍し助言する等、新たにスタートした高校生活
を支援する矧も求められた。
2.2 平成23年度の概要
( 1 ) 目標
I~スキノレの獲得』を生徒に意識的に伝えることをめざ
しjた以下の三点が臣標として掲げられた。
(ア)料交での学びを進めるための基礎力(学びのスキ
ノレ)を身につける。
(イ)場面に応じた行動を取る能力(ソーシヤノレ・スキ
ノレ)を身につけるO
(ウ)自己の生活をコントロールで、きる能力(マネジメ
ント・スキノレ)を身につける。
(2)開講形態
(ア)各別機対置の土曜日、 8: 40'"'"'1 : 20(10分間の
{格空を挟む 1~3 限)
(イ)担当者:12 名(各 13~14 名の生徒を担当し、学
期ごとに担当生徒を替える)
(ウ)担当者は事前に授業計画を提出(A4用紙1枚号車支、
書式は固定)
(エ)第l回授業までに、⑪受業計画配布・希望調査(生
徒は授業計画を見て希望する講座を選ぶ)、②調整後、
参加講座を発表する。
(3)授業の流れ
学期ごとに、以下の手)1演で行う。
っ 、 ???
[0]アイスブレイク
[1] 1*1]る(調べる)J講義・文献調査・ビデオ視聴等
を通して、テーマについての矢口fit.理解を深める。
[2] 1考える(整理する・まとめる)Jディスカッショ
ン・アンケート調査・インタビ、ュー活動などを通し
て、テーマについてより深く考察する。
[3] 1発表する(伝える・発信する)J考察したことに
ついてレポートを1=JJX:し、班内で発表活動を行う。
また、他者の発表を聞き評価する。
[4] 1社t~~Zする(評~]する)J自己評価ーや相互評価活動
によって、パフォーマンスや作品を客観的に評価し
たり他者との論戦を通して完J均支を高めたりして、
今後の方向性を考える契機とする。
上記のうち「知るJ1考えるJ1発表するjの3ステッ
プは、特;ごとに必ず盛り込むこととされた。つまり生
徒は、興味のある講j主を学期ごとに3回選択し、それぞ
れ3ステッブ。を体験することとなる。以下、自標と 3ス
テッフ。による「授業の構成要素jを示しておく。
(ア)学び、のスキノレ (イ)ソーシヤノレ・スキノレ
-文献を探す -人の語を開くとき適切
① (図書館の利用など) な態度をとる。
矢口 -講義を開く -不明な点について質問
る
!する
-知った内容をまとめて
記録する
-調査のしかたを身につ
-依頼のしかた・職員室
でのマナーなどを身につ
ける
け・デる ィスカッションへの② 
一一一一--一一一一一一・』ー一一一一
-問題解決の方法を提案考
する
参加のしかたを身につけ
え Q づY一一一一一一一一一一一一一一
る -他者と意見を交換する
.者の意見と自分の意
見を区別する
-レポートのまとめ方を
③ 身につける
予告 -効果的な発表のしかた
表
を身につける
す -他者の発表を評価する
る 一一一一一一一一一一一一-他者の発表に対し実問
する
(ウ)マネージメント・スキノレ
「つくさかノート Jの使用(記入・チェック)を通じ
て、自分の学習活動の状況を見つめ、やるべきことに取
り組んでいるかを確認する作業を継続的に行い、自律的
に学習活動を行う能力を高める
(4)評価
評価項目はの受業の言説、②レポート、③発表、④参
加動支、⑤キャリアデザインファイノレ(生活の言己録)で
あり、各班の平均が5段階で4.0になるように調整した。
2.3 平成24年度の概要
2年iヨとなる平成241:!三度も初年度と同様に、担当者の
問題意識を題材とした講座i盟央制のゼミ学官を行った。
ただし科目の目標や形態については多少変更されている。
( 1 ) 自襟
まず科医名でもある「キャリアデザイン」を、自己実
現という「遠い未来」を見据えてどのように生きていく
かを考え、計画することと定義し、そのための基能力を
身につけることを主目標に設定している。続いて前年度
の臣標(ア)学びのスキル、(イ)ソーシヤノレ・スキル、
(ウ)マネジメント・スキルと!報らし合わせ、(ア)を(ア，) 
[学びを調封涜する力jと角1f4Vミし、(ウ)もその中に含めて
l週間の言酸素を毎週提出させることとした。(イ)につい
ては教育全般の臣標であるため、そこに止まらない発展
的な自標として(イ，) I問題意識を共有し、仲間を増や
し、問題評決の可能性を高める力Jを設定した。さらに
キャリア形成においてI~説室解決の前提となる問題発見は
不可欠との視点からの，) 1問題発見力の伸長Jを新た
な臣標として加えている。
このように、初年度はスキルの獲得が目指されたが、 2
年自は「自らのキャリアをデザインJするという科目名
にふさわしい自標としてカや姿勢の奇求が設定された。
つまり、その後のキャリアを形成するための学ぶ土台を
つくることに重点が置かれていると言える。
(2)授業の流れ
上記のiヨ擦を踏まえて設定した学期ごとの単元と目標
は、以下のようになるo
h学期]1学びjの基礎を確立する〈目標:自律的学習
の習慣を身につける〉
[2学期]1学びjの楽しさを知る (論理的なものの考
え方の基礎を身につける〉
[3学期]1学びjの成果を発信する〈発表の仕方、開き
方の基本を身につける〉
前年度は「矢口る・考える・発表するJの3ステッフ。を
学期ごとに設定していたが、当年度は1学期はレポート
作成のみで、 2学期に初めて発表を行っている。また前
年度の担当者から、 3学期は入試や行事等で授業時間が
確保できず、 1• 2学期と同様のゼミ学習を行うのは厳し
し¥との申し送りがあったため、ゼミ学習は2学期までの
2 [8]とし、 3学期は活動報告会を行っている。
2. 4 成果と課題
弔戎23年度については、料交『研究*'己要』第49集の
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実践:Î;I~告で各担当者が成果と関琶を述べているので\以
下にまとめておく。
。戎果]
a与えられる情報の中から自らの意志で必要なものを読
み取っていく視点を学ぶことができた。
bある人々が抱えるla難について、社会をどのように改
していくかを考える機会を持たせることができた。
c 各自、範囲は狭いが間J~持決への理解が進み、自己判
断力が養成された。また他者の発表を通じてさらに検
1'臨台身ミをタヨ写す一ることができた。
dわかりぺ?-rJ一く、工夫を凝らした発表ができた。
e自分のiヨで、見る必要性や行動力の大切さは、今後の本
校で、の学習に生かされるだ、ろう。
f実際に調査することで¥データの確実性・有ミ確実性を
悲鳴卒す一ることができた。
g工場を見学し、設計ベコ製造、営業などそれぞれの部門
の有用性を実感で、きた。生徒たちは熱心に見学し、積
極的に質問していた。これは、今後の進路溺尺や科目
選択にもつながってして。
h知的好奇心を持たせ、活動を通して少しずつ調べ方や
発表、レポートの書き方を身につけるには有効な授業
である。
[課題]
i文献芸びから検証方法までしっかり指導し、深い考察
をさせなければならない。
j 1]寺!習が限られていたためインターネットのみを利用す
る傾向があり、同じような発表内容になってしまったO
質疑応答が進まなかった理由の一因で、あろう。
k自分の意見の構築を何を根拠に行うかとしづ姿勢が甘
い。多種の資料を収集すべきだが、ホームページから
の情報がほとんどであり、指導が必要である。
]レポートが分かりにくい。まとめ方の指導の時間を十
分に取るべきだ、った。
mヲ混受は資料の読み上げる生徒が多かったので、発表方
法の指導を十分行うこと、レポートと発表の違いを明
確に意識させることが重要である。
n他者の発表に対して批判的に視聴する態度がなく、質
疑応答が活発に行われなかった。
。(1埠審理解のテーマで)今回は文献や VTRでの学習
になったが、実際に交流する機会があればさらに学び
を深めることができた。
p見学の事前指導を丁寧に行う時間があれば、さらに多
くの収穫が得られたように思う。
ql時間不足で割愛した活動があったり、時間外の活動を
「 ??
?
?
課さなければならなかったりした。
当年度の担当者は、生徒の知的好奇心を元に(h)、自ら情
報を収集したり(的見学やフィーノレドワークを行うこと
で(旬、調査やレポー トイ/円求、発表の方法を知り(dh)、判
断力や問題解決に向かう姿勢を育むことができるゅのこ
とに本科目の意義を認めている。反面、情報収集の方法
(討k)、レポート作成や発表、質長おむ答については課題
が多してlmn)。また、学期に5回の活動時間で、調査、レポ
ート作成、発表という一連の学習を行うには、時間が不
足していることもうかがえる(opq)。加えて、パソコン室
や特別教室に設置されたコンピュータは120台程度であ
り、 1学年 160名、活動日によっては2学年分320名確
保できないとしづハード面の問題も指摘されている。
平成24年度は、生徒の現勢ごとの自白r価を検証する
仁|コで、肯定率が高かった項目に仕情報の整理・義務の遂
行・学び方考え方・横断的学習・探求的学習・解決への
協働があり、科目の臣標(ア')(イ')(ウ，)で示した三
つの力には妥当性があったと高話命づけている。一方で、
肯定率が特に低かったのがキャリア意識であり、三つの
力に含まれる個々の項目については身につけられた実感
があるが、それらを自らのキャリア形成に応用可能なも
のとして捉えられていなし¥点を問題視している。
さらに、材交において本科臣の果たすオ矧についても
述べている。第2期の教育課程では1年次の必修科目と
して「産業社会と人間JI産業理解Jの計4単位があり、
自己理解・社会理解を通して自らの生き方を考えること
が目指された。しかし今回の教育課程では「産業理解j
がなくなり、社会について学ぶ機会や時間部作成・上級
学関周査など進路に関する学習の時間数が減少している。
このような経緯を踏まえ、『研ヲ訴己要』第50集;所収の実
践報告のまとめでは、本科目の今後について二つの方向
性を示している。一方は「産業社会と人間Jの補完科目
として位置づけ、「産業理解jで目指された「産業や社会
創立対する見識を深める学的を各講座に組み込むこ
と、他方は「産業社会と人間Jと完全に分離し、「キャリ
ア教育全体の中で、この科目独自の機能をよりタ乙鋭化さ
せていむことである。
3.本年度の「キャリアデザインJ
3.1. 基本構想
( 1)科目の位置づけ
過去2年の実践でハード面以外で主な課題として示さ
れたのは、情報収集・分析、レポート作成や発表など調
査の方法の指導が不十分で、あった点、「産業部幹Jの科目
がなくなり「産業社会と人間Jだけで行うようになった
キャリア意識の養成や社会瑚引こ関する学習を本科目で
も担う必要があるのではなし¥かという点である。この課
題の解決に向けて、平成25年度1年次担任回では、本科
目だけでなく I年次で履修する科医全体すなわち「国語
総合Jや「数学IJ などの普通教科、「産業社会と人l~éJJ 、
「キャリアデザインJの子支部を明確にすることにした。
まず、普通教科では、 2年次以降の選択科iヨや進新麦
にもつながる基礎学力を身につけるo i産業社会と人間」
では、自ら動き、失敗から学ぶ活動を設定し、自己理解・
社会理解・他者理解を図る。そして「キャリアデザインj
では、知り、考え、伝える活動を通して、学び、のスキノレ・
ソーシヤノレスキル・マネジメントスキルを身につけるこ
ととする。つまり、平成24年度に指摘された問題につい
ては「産業社会と人間Jの内容を見直すことで対応し、
「キャリアデすごインJでは調査の基礎を学ぶことを第一
義とするが、長期休みやLHRの時間も使いながら進路
学習も適宜行うこととした。
これは、オ寸交では3年次に「卒業研究jが課されてい
ることとも丸刈こ関係がある。「卒業研究」を見据え、 2
年次から始まる選択科目や2年次3学期の「総合的な学
習の時間jの中で、レポート{何戎・発表、研ヲEの進め方
について一通りの指導が始まるが、 3年次になってもテ
ーマが決まらなかったり、進め方がわからなかったりす
る生徒が少なくない。中にはほぼwebページからの貼り
付け、 l行ごとに改行というレポートもある。そこで l
年次生のうちに、調査の基礎を学ばせたいと考えたので
ある。
生徒たちは中J一朝交までで何らかの調べ学習を体験して
きているであろうが、レポートやノミワ一ポイント資料の
作成となると、学校ごとの差が大きい。よって、テーマ
探しから各手詰周査やまとめまで方法を了寧に指導し、時
間をかけて取り組ませることとした。講座を学期ごとに
選択するのでなく、 l年を通して取り組む点が前年度ま
でと大きく異なる点である。もっとも一応の完成は2学
期末とし、レポート作成と発表を行わせる。 3学期は班
を替え、自分の調査内容や分野を知らない、もしくは興
味がない生徒や教員にわかりやすく伝えることを目指し
て、 2学期の内容を改良させる。言わば2:判明の発表は
リハーサルとしての位置づけであり、うまくできなかっ
た生徒は少しでも手j芯えが得られるように、納得できる
発表になった生徒はさらに工夫や深化が加えられるよう
になることを自指している。 同時に、 3学期に担当者を
変えることで、生徒に一つの方法を品猷~Jと思わせず、複
数の{酎直観lこ角!長れさせること、より広い自で指導や罰ヰ話
を行い、担当者による差を埋めることをねらっている。
他の異なる点としては、過去2t:]三は担当者が手作りし
ていた生活の言改剥こついて、本年度は市販のスケジュー
ノい援(能率手1長スコラ)を購入したjえがある(資料③)。
ここ 2年間はA5、A4版のj享し¥ファイルであり、学|交に
置いたまま 1週間分まとめて書いて提出としづ生徒も見
受けられたo B6版の「手1長Jであれば、常に携帯し主体
的に使用するのではなし¥かと考えたためである。
(2) 目標
上記の構想に従って、初年度に設定された3つのスキ
ノし獲得という目標を今年度も踏襲した。以下の「鵜Jは
初回のガイダンスで生徒に伝えた内容、 -f線部は今年度
加えた点であり、 i. Jは担当者間の共通理解とするべき
内容を下位項目として示した。
(ア)本校で、の学び、を進めるための基礎力(学び、のスキノレ
を身につける。
年次の学習、卒業研究まで、つながるよう討託子安官呉
しながら調査の基礎を学ぶ。
-テーマ決定、各君臨号査、レポート、発表、討議等
の方法に関して、時間をかけて取り組む。
(イ)場面に応じた行動を取る能力(ソー シヤノレ・スキノレ)
を身につけるO
発表会など各場面における適切な態度を身に
つける。
(ウ)自己の生活をコントローノレできる能力(マネジメン
ト・スキノレ)を身につけるO
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鶴スケジュール1授を活用し、高校生活を主体的に管理
する0
・テスト勉強の計画、学習時間等を記録し、学習習
慣の定着をはかる。→各担当者はCDの時間に手1長
をチェックし、当日中に返却する。
護審高校卒業後の生き方を見据え、主体的に進路00宍を
行う素地を作る0
・j二級判交見学や就職・進学に!3号する情報の収集ケ
法を矢口ることを通して、必要なd情報は自ら得ょうと
す一る0
・模試を受けるだけでなく、弱点を把怪して学習計
画を立てる。
. i卒業生と語る会j等で、他者の経験を自分の生き
方を考える参考にする。→進路関係、の活動について
は年次回8名で対1志する。
(3)年間計画
明戎23年度は各学ょ切で完結していた「知る・考える・
発表するJの3ステッブ。を、各学期に Iステッフ。ずつ配
置することとした。 2・3学期は、平成24年度の単元目
標(考え方の基礎を身につける、発表・開くの基本を身
につける)に近い。以下、調査に関する内容だけを記し
ておく。進路関係の内容も含めた全体計画は資事|①を参
照されたい。「→j以降の下線部が今年j刃刊し1たステッブ。
の名私1である。
[1判明]i矢口る(調べる)J→調査のお礎を知る
-自分の興味のある分野を知る(テーマを考えるO
複数の文献を調べる。様々な調ID]~去を知る。レポ
トーの書き方を矢口る。
[一謝翠:調査報告書(調査内容)J
[2学兵Ii]i考える(整理する・まとめる)J 
→レポートにまとめる・発表する
-テーマを決めるO 調査のまとめ方、発表方法を知
る。発表時のマナーを身につける。開くだけでなく
疑問・意見を持つ。
[レポート①(調査内容十考察)] [発表①]
[3学期]i発表する(伝える・発信する)J í社t~~Zする(評
価する)J→他者に伝える・意見を言い合う
-斑を替える0
・2学期の内容を修正・補足し、完成させる。
[レポー ト②][発表②]
(3)羽j主婦JlJのか法
テーマ自体を生徒に考えさせるため機械的に振り分け
てもよかったが、同じような興味を持った生徒が集まっ
たほうが生徒も担当教員も進めやすいとの意見により、
選択制にした。そこで、担当者の得意分野(指導できる
内容)を 3~5 項目挙げてもらい、希望調査票を行可戎した
(資料②)。なお、担当者が挙げる項目が多岐に渡ると生
徒の興味も分かれるため、フィールドワークで向じ;j管長
に連れて行けなくなることが懸念されたが、特定の施設
を見学させる構想がある場合は事前に提出する分野をあ
るHhl支狭めておくことで対処することにした。調査の結
果、第3希望になった生徒が数名いたが、概ね第2希望
までに収めることができた。 3学期は、 1・2今場月の班員、
男女比が均等になるように振り分けた。
(4) 三平価
当初〕は各班で平均が5段階中4.0程度になるよう言語整
する予定で
??? ?
全体で平均して 4.0を目指すことにした。主な百羽田i項目
は①毎I~寺の活動記録・参加態度、②調査報告書、③手i援
の記入状況であり、 2・3:糊は④発表を加えて、それぞ
れ5段階で誤司郎する。他に、夏休み中の宿題である大学
のオーブ。ンキャンパスレポートや3年次生の卒業研究発
表会見学レポートは担任が評価した。
3. 2 実施上の検討事項
ここでは、授業の準備段階や開始後にあがった事項を
中心に記しておく。
( 1 )共通指導事項と担当者の裁量のバランス
Z街藷段階で共通指導事項として以下の三長を決め、そ
れ以外の指導事項(アイデアの出し方、調べ方等)につ
いては、担当者が必要に応じて指導した。
aテーマを与えるのでなく、生徒自身で決定させる(こ
とを支援する)0
b複数の資料から考察させる (webページのみでなく
複数の手重類の情報を調べる)。
cレポートの基本的な書き方(体裁、引用のノレーノヰ)
を珪請手させる。
aのテーマについては、斑で、共通の大テーマを作った
上で、個人のテーマを設定しても、班員それぞれが異なる
テーマにしてもよく、班の顔合わせの際に班員の意向を
聞いて決めることとした。実際には、個々のテーマを設
定した斑が多かったO
bでは、 webページの情報を鵜呑みにしたり本を全く
読まなかったりする生徒も少なくない現状において、書
籍にあたらせたいという思いが各担当者の問題意識とし
てあった。そこで、 1者勢は興味のある分野の本を最低
一部-読み、内容をまとめるブ〉ツクレポートも可とした。
cのレポートの書き方は、共通の資料を本科目の担当責
任者が作成し、各担当者はそれを元に生徒に指導した。
また担当者12名の打ち合わせば、年次外の担当者もい
て時間が合わせにくいこと、同じゼミ学習である「卒業
研究Jも毎週打ち合わせの時間は取っていないことから
主に校内メールを月弘、 成績を調整したり次学期の内容
を協議したりする学期末など必要な場合のみ集まること
にした。担当者の意見が開きたい場合は年次会で原案を
示し検討した後に、メー ノレで、協議した。
(2)初代、の活動、括支の利用
授業日の校タ材舌動は、個人で調査に出る、班単位で施
設見学やフィーノレドワークに出ることは認めるが、市立
図書館に資料を探しに行くことは不可とした。
PCの確保については、 PCのある特別教室が活動場所
である 3班を除いた9班は、班を 2グ、ノレーフ。に分け、 2
部屋あるPC室を前後半で使用した。 PCを使えない時間
は資料の読み込みや担当教員との面談、発表の練習など
に充てた。 1・2明朝のレポートの作成日は科目選択の予
備調査・本調査の提出日が近く、担当者12名でほぼ全教
科を志向羅していたため、 13寺院?害IJ作成を相談しに行くこと
を認めたところ、多くの生徒がガイダ、ンスブックを手に
興味のある酬の担当者を尋ねていた。
(3)手i慢の提出不良者への指導
授業が進んだ2学期に問題となったのが、手!擦の提出
状況が良くない生徒への対1芯である。そこで2学期末に
提出回数が半分以下だ、った生徒を一堂に集めて、担任団
で、指導を行ったO そのi擦は内容の充足度を高めることよ
り、 1項目でもよし¥から記入しお撤して提出させること
に重点を置いた。 同様の指導は3学期にも行った。
3. 3 成果と課題
ここでは今年度大きく変更した点、すなわち学期ごと
の講座制でなく l年かけて調査・発表・レポート作成に
取り組ませた点、調査が-J芯終了した段階で発表・レポ
トー付可或を21互i行わせた点を中心に、生徒の自己自ヰ面や
担当者の意見から、成果と課題を述べてして。
( 1 )指針涜アンケートより
1年次担任回では生徒が入学する前に、3年間で、身につ
けさせたし清E力や姿勢15項目を決定し、入学前と各学期
末にアンケートを実施している。主体性、協働、知的好
奇心等に関する各項自について f4:そう思うJf3:やや
そう思うJf2:あまりそうは思わなしリ f1:そうは思わ
ないjの4段階で回答させ、さらに4・3の肯定的回答を
選択した者には、その力や姿勢が朝交生活のどの活動や
場面倒:f産業社会と人間Jの!隊刻糊ヒ部活動など当
学期に行われた活動)で特に発揮されたか、あるいは身
についたかを複数回答で関いた。資料④(1 )では質問
項目、 4・3の回答数と肯定率、 1'""'3学期の結果では本科
目の選択率も加えて示している口
この仁ドで本科目に特に関係が深い「多様|、生・知的好奇
心Jf論理性Jf自己形成Jに関する項目(7'"""""'14)に関して
は、 l学j羽から 2学期にかけて肯定率が伸び、 3学期はほ
ぼ横ばいの状立主であることがうかがえる。
2学期に肯定率が 100/0以上伸びた項目は、問題発見
(10 :項iヨ、以下|司じ)、情報の収集とづ尚子(11)、レポート
作成(12)、発表(13)である。特に 2~判明に初めて行った
発表では、肯定的な回答をした者のうち8701が本科目を
選択している。また肯定率にはそれほど変化がないが本
科自の選択が増えたものとして、コミュニケーションに
関わる項目(5・6)がある。調べた内容を意見と捉えてい
るきらし¥もあるが、 2学;坊に本格的な発表と質疑を保!験
したことで、発表に関して手応えを得たのではないか。
3学期は2学期と大差がなし 1か、減少相向にある。こ
の理由としては、 3 学期の発表やレポートは 2~判明のそ
れを改良すればよく、活動I~~rl習も少なかったため、追加
の調査をしていない者が大多数で、あったことがあげられ
る。このような状況下で、積極的に誠査する行動力(9)
は肯定率は大きく下がったが、本科目の選択率には変化
がない。よって、テーマを変更して最初から調査した者、
インタビューやフィーノレドワークを行って考察を深めた
者の自己評価が高かったと考えられる。
前述の通り、事前アンケートで50%に満たなかった17二号
題発見(10)、レポー ト行司戎(12)、発表(13)は年|習を通じて
向上したが、計画性(14)については高校入荷麦の 4月が
一番高い。 1学期に大きく落ち込み、 3学期には入学前
の状態、まで戻りつつある。 2年次以降、移動教室で、の授
業や課されるレポート類が増え、スケジューノレ管理がよ
り重要になってくるため、次年度以降も到封涜して指導し
ていく必要がある。
(2)年度末アンケートより
調査の活動としては最終告にあたる 1月25日に、本科
目の目標で、ある学びのスキノレ、ソーシャル・スキル、マ
ネジメント・スキルをどの程度身に付けられたかを計る
ため、生徒に自己許可屈を行わせた。 18の項目について、
f4 :よくできたJf3:まあできたJf2:あまりできなか
ったJf1:全くできなかったjの4段階で回答させ、平
均値を算出した。質問内容は弔戎23年度に実施したアン
ケートをほぼ踏襲したが(資料④ (2))、講義を行って
いないため、「②講義等で学んだ内容をきちんと言己録でき
たかJを削除し、「⑦身の回りや社会・世界に興対マヤ疑問
を持つ等、視野が広がったかJを加えた。
明戎 23年度と比べると、5果琶の考察・解決や積極的な
質疑)芯答の項目で本年度の平均値の高さが自立つ。平成
23年度l年次生が2年次1学期に行った総合的学習に関
するアンケートの伺項目と合わせて、以下に記す-o
1-25 1-23 (11:]弓 H24(21:]三)
④課題の考察・解決 3. 23 2. 89 3.02 
⑮:貢極的な質問 2. 77 2. 24 2.43 
⑬適切な応答 3.01 2. 59 2.69 
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もっとも明或 23年度は学期ごとに請j主制の授業を行っ
ていた点、アンケート実施時期が 1学期の前亙終了時で
ある点、そして何よりIEO答した生徒が異なる点などから、
単純な比較はできない。しかし、平成24年度 l学系Ijの「総
合的な学習のn寺I'MJ も学期限定の講座制で展開していた
点から考えると、 iz;;喋研究jのように自分自身で選んだ
テーマにH寺!?司をかけて取り組むこと、同じテーマによる
レポート削戎と発表討議を複数回体験させることには
有効性が認められよう。このことは自己言平和日とあわせて
?子ったお長りi亙りからも、うかがえる。ふりかえりは(1)活
動に対す一る自己誤部目、 ο)iキャリアデザインJの授業で
苦労したこと、 (3)iキャリアデザインjをやってみて感
じる自分の変化、 (4)授業運営等に対する意見や要望の 4
項目を自由言己主で書かせた。関連する吉己主を以下に示す。
-最初]は自分の興味のあることから出発しでも何で誠
べ、どのように考えればいいのかよく分かりませんで
した。しかし 3:判明~~J続けることで、自ら問題を探し、
解決することができるようになったと思います一。(女)
・1判明のテーマ決めから始まり、 2学期の途中まで
本で調べたりして自分で何かをするということをあま
りしてこなかったけど、 3学期はアンケートを取った
り実際に現地に行ってみたりと自分から行動できるよ
うになり、 1、2明朝とは違ったことを発見できるよう
になった。(女)
・2学期に発表があった持は説明が下手で、ゴ、チャゴチ
ヤしてしまいわかりづ、らかったと思ったので、 3学期
は心がけてわかりやすい説明が出来ました。(男)
・始める以前では緊張してろくな発表もで、きなかった
のですが、今では普通に自分の言葉でしゃべれるよう
になり、質問の返しもできるようになりました。(男)
・相手の発表を開いて、考えて質問するようになった。
(男)
-何かに対して自分の意見を持つことはあっても、そ
れをうまく人に伝えて長二有することがなかなかできな
かったので、今回の発表や質問などで自分の考えを表
現できるようになったことは大きし¥ (女)
・;最初に似た興味の人で集まって、次にバラバラの中
で発表というのが楽しかったで、すO 他の人の発表も開
けて視野が広がりました。(女)
(3)担当者より
授業終了後、担当者に今年度の取り組みゃ昨年度まで
と比べて良かった点、問題になった点、改善すべき点を
自由言己主で挙げてもらったO
[J~矧ミ]
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-テーマ設定・調査、レポート作成、発表を早いうち
に体験できた。特に発表では自分の発表だけでなく、
他者の発表について意見や感15を述べることが重要で
あることを何回カ毛吉すことができた。
・「卒業7VIヲEJは遠いものではなく、今からつながって
いることを実感させられた。
'1週間の言回誌を用紙でなく手i援にしたのは良かった。
[課題]
-生徒の公欠や教員の出張が多く、指導が途切れる0
・3学期でメンバーが替わるとレポートや発表が改善
されているかがわからない。
・レポートの書き方や添削指導は担当者によって差が
あるため、全{特旨導にしてもよい。
-当初〕のキーワードを持続させられなかったo webだ
けで調べた生徒もいた。
.PCが全員分確保できず、利用時間が斑によって違
う。特別教室使用のマナーが悪い。
・手1長の個人情報をど、こまで、共有すべきか。
このうち、レポートの書き方・調査の進め方などの共
通指導事局こついては、「卒業研究jでも問題になること
である。 10名以上の教員でゼミ言司受業を行う場合、どう
しても担当者によって差が出てしまう。前述の生徒のふ
りかえりでも、以下のような要望があったO
-もう少しレポートのお手本を見せてほしかっt4 言
葉だけでは伝わらない部分もあるし、パソコンでレポ
ートを書くのが初めてだ、ったので何かお手本となるも
のを見せてほしかったで、す'0 (女)
・人前で発表する時の話し方やPPI'の操作の仕方、
上手なPPI'の作り方など社会に出た時に必要になっ
てくると思うので、詳しく教えてほしかったo (男)
・発表の前に注意点を言ってほしし冶改善点を生かす
場がほしい。(女)
l学期にレポートの書き方に関する共通資料を配付した
が、構成の型まで、しか較せなかった。レポートや発表に
ついては、国語科や情報科と連携しながら、 1年次のう
ちに基礎的な事項を身に付けさせることが必要であろう。
また共通資料の利用方法は担当者に任せていた。担当
者間の打ち合わせもメーノレで行っており、特に年Y妙トの
担当者は生徒の情報も少なく、共通認識が図りにくかっ
たと思われる。さらに「卒業研究Jも同様であるが、明
文化された評価規準や判断基準がなく、言平価を担当者の
経験に頼っている点にも課題が残る。
最後に、自由主δz!!の(必で本科医で、で、きなかったこと・
次にやってみたいこととしては、アンケート、関連する
施設・企業への聞き取り調査、実物作成・実験、グ、ノレー
フ。を作つての共同研究などが見られた。書籍やwebで得
た知識だ、けに満足せf、自分で実際に確かめようとする
姿勢が出てきたことは頼もしい。次年度の「総合的な学
習の13寺1引を計画する上で、の参考にしたい。
4‘おわりに
全生徒のふりかえりを読むと、 1i~三間の調査を終えて
調べること、他者の発表を開くこと、すなわち「知らな
いことを知るJ楽しさを素産に表現している生徒が多い
ことに気づく。平成24年度「卒業研究J実践報告にあ
る通り、「ほとんどの生徒が自分の中に興味関心または興
味関心の芽を持ってJおり、本科目の基本理念である学
ぶ楽しさを実感しているのである。また、他の生徒の取
り組みが良し¥刺激となっていることもうかがえる。
-やる前は「自分の好きなことを調べるJだけの科目
だ、と思っていたが、やり始めると自分の好きなことを
幹にして多くの校をも調べて発表する科目だと思うよ
う~こなったD 筑坂はキャリアデザイン以外にも発表す
る場が多いので発表するのにだんだん慣れていってい
る感じがした。調べて発表して、質問されて更に調べ
るとしづサイクルが当たり前になった。(男)
・自分出担到来といったものが特になかったが、この授
業により一つのことを集中して調べることができ、ま
たその調べたテーマをしっかりと学ぶことができた。
そして自分の好きなことにすることができた。(男)
・最初はなぜこんなレポートなんかやらないといけな
いんだ、と思っていました。しかしやっているうちに自
分はどのようなことに興味があるかに気づ、くことがで
きました。最後のほうは積極的に興味を持って自分か
ら調べることができるようになりました。(男)
-最初のほうより、自分の興味がないことが楽しくな
ったO 興味がないのは変わらないけど、いろんな分野
のいろんな知識や考えを知るのが楽しかった。(女)
・筑坂は総合学科なので興味があること、気になるこ
と、そしてキャリアデザインのテーマも人それぞれで
す。で、すカ瓦らヲ読受は本当に面白かったで、すO 発表の回
数を重ねるごとにみんなの発表のレベルが高まり、「私
も頑張らなきゃ!Jとしづ気持ちになりました。発表
のコツもわかってきまし7二(女)
-言trの自分だ、ったらわざわさ刀¥学校で、お世話になった
先生のところに(インタビューのお願し¥に:筆者注)
行くことなどしなかったと患う。それができるように
なったのは周りのおかげだと思う。 周りの子もそれぞ
れ自分で当封j請していたから、自分の中で多少の焦りと
負けたくないとしづ気持ちがあったのだ、と思う。(女)
さらに、 3.l.で述べたように本年度は前年度まで課題
とされたキャリア意識の養成については主目標とはしな
かったO しかし、ふりかえりでは「将来の夢が変わった。
ほかの人の意見をたくさん開いてものの見方が変わっ
たJr自分の将来を考えることができ、進路に興味を持っ
きっかけとなったJr自分の興味があることを調べること
ができた。だからすごい興味がわいたし、早く働きたい
とも患ったJとの戸ぎがあり、調査の前後で得た興味・関
心が結果として自らのキャリアを考える手がかりとなっ
ている点も興味深い。「キャリアデザイン第2期」が始
まる次年度は、担当人数や内容が変更される予定である。
本年度の白標に掲げたように申託子室前呉しながらJ改良
を加え、生徒のキャリア形成に資する科目をつくってい
きたい。
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{資料①}平成25年度「キャリアデザイン」年間計画
日付 時間 項目 活動内容 備考
1 IR-CAP実施 自分を知る
4月20自 2 科目ガイダンス 科目の呂標と内容、担当者紹介
3 科目ガイダンス 希望誤査、興味・関心・疑問点を書いてみる
2 1 I f妊のアイスブレイク 自己紹介、班でのガイダンス テーマ設定等に関して班の方針を決める
5月11臼 2テーマを考える
興味・疑問点からテーマの候補を考える [ 1学期の学習項自修IJ]
3テーマを考える
3 1複数の資料で調べる アイデアの出し方(BS.マップ)
情報収集の方法
5月25日 2 接数の資料で調べる フィールドワーク、観察の方法
3 複数の資料で調べる 関連する本を読む、 Webで調べる 依頼の方法
2情報の整理・保存の方法
4 1複数の資料で諦べる 構報の取捨選択・まとめの方法
6月8日 2複数の資料で謂ベる 引用のjレー ル
援数資料の比較・考察
3 調査報告撃の作成に向けて
5 1 調査報告書の作成 1学期に誤ベた内容をまとめる
(1200字程度)6月22日 2 調査報告書の作成
3 調査報告書の作成
717 F31日 終日 上級学校パス見学会 上級学校を訪問し、進路意識の向上をはかる
81 7丹12日 PM 筑波大学工学情報系・講義 大学の先生や学生の講話を間き、捜野を広げる
10 夏季休業中 終日 オー ブンキャン1¥ス、受験科EH周査 行き先の決定から受験の方法まで自分で誤べる
一上12一学一期一「-レJポ----ー斗トに一ま一と一め一る、一発一表一す一一る一jJ 
日付 時間 項目 活動内容 備考
1 9月7日 AM ベネッセテスト 学力や弱点を把握し、今後の学習計留に役立てる *夏休みの活動報告
2 1 テーマを決める これまでの讃査を元に、テーマを確定する
9月148 2テーマを決める
レポート(発表資料)の構成を考える 【2学期の学習項目例]
3 テーマを決める
レポートの体裁を知る3 1 調査・発表資料作成
発表会に向けて調査を行いながら資料を作る 引用と意見の区5l1J(出典の明示)
10月12日 2 調査・発表資料作成 (締切10/18) わかりやすい発表資料の条件
3 誤査・発表資料作成 発表に必要な条件
4 1発表会
発表に積れる、マナーを身につける
10月26日 2 発表会 聞くだけでなく疑賄・意見を持つ
3 発表会
5 1 レポート作成
今までの謂査や発表資料を元にレポートを作成する
1月16日 2 レポート作成 (2000字程度。締切11/20)
3 レポート提出
十3半期「白に伝える、意見を冨い合うj
日付 時間 項目 活動内容 備考
6 1 新しい班の顔合わせ 自己紹介を兼ねたレポート報告会 *3学期の発表Iel:レポー トや原稿の持
みと!1lこな己廷しld;3lこ2
1月30日 2 発表資料作成 発表資料の構成を考える *3学期は時間が少ないので冬休みを
3 発表資料作成 2学期のレポートを元に資料を修正する(締切1/9) 活用するなど計画的に。
7 1 発表会
2学期より良い発表を心がける
1月11日 2 発表会 それぞれの発表について討議する *討議の時簡を多く。手塁手警は罰録よη燃料・積雪&選去霊視。
3 発表会
8 1 レポート修正 発表会のアド/¥イスを元に修正する
(2000字以上。締切1/29)1月25日 2 レポート提出
3 キャリアデザインふりかえり 成果と課題、アンケート
91 2月1臼 AM 進研模試 学力や弱点を把握し、今後の学習計画に役立てる
01 2月15日 AM 卒業生と語る会 先輩の話を関き、今後の高校生活に活かす
??
ょ
っ ?
{資料②} 班編制希望調査票(原版はA4)
< 130420キリ7子.す.イン〉
渡編制希望調査薬
(/)年( )緩( )番(
1 .次の愛から息分の奥詰まのある粋を6つ遊び、その番号を記入しよう。
[主主滋〕
*悶じ枠のEやのどれか1つに興味があればOK(全ての議EI!こ興味がなくて構いません〉。
本選をす5つ滋ぶこと(ど汽三怠皐じ以遠翠鑓卑患遺議場ム
優先燦位:①[ {之 1 ~[ f:， ] @[ ¥ 1 ③[ l J @[ ~ J 
j杢 議箆 枠 現箆
:1Aft華議11、江戸、，数、旅、 TC 正r 鍵態、 f警報、ヱ重量投綴~ 昭和、鉄道、ジャズ、 2ま3革、旅 戦争、科学者、建議、痩身街
4 JVE 
東と題、奨文化、王寺続 s 武送、お米、東北
だし、外来生物、トマト、体滋 ム4布、うどん、絵本、色
環境、会錦、選動生理、水準、鈴宇野魚 1 験盤、沖縄、肉、滋
タ:t宇宙、鶴和、芸街 主主ことlま、ストリー(活字・糊身体)、付金的留
、』イ
{資料③}能率手1長スコラ(J京版は見開きでB5)
4勾April
22 MON 23 TUE 
。 。:く持主。 。
。 。
28山 N
????? ? ? ??? ? ????? 。??
2013 Weekl7 
百〉
一一一一ー 』晃)cO口 DVOイ勾'11レ ;?PV!> 
@ (l)WJSOVP Di~þ2 .Jf? 
~もち払ゐ寸手孔
イι号P級将司長μ ・→甑待相l.
をきd強兵;'lJjふ 3う(i.1.t:a:，'o
事そ泳~ì!:. 察発 <. 
。1遜監事由滋D退口
}~ .: .J;.且
河 :7f148lwh川てか切[):hJ.吋防砂針。I ;j.;y).，$.:I/.;<t:WP倣 t，'d.l>"/"; &; 
万一利'i..1ザr:xもうク必料品。7L.J:'川和b-A!:
''i. I /n..t d';.'!lt 1')，'，1，<;) i') t;:/.<>ゐ子手 Z1. 
戸、 | 沙門i'-らっ('げ'_"o1Jぷl:.，t;f:，か1].り、.
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針
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4.3由答 肯定率 CD回答 選択率 4.3回答 肯定率 CD回答 選択率 4.3回答 肯定率 CD回答 選択率
121 T6.%' 45 37% 118 74% 45 38% 112 70% 51 46% 
117 74% 41 35% 114 72% 48 42% 111 70% 45 41% 
129 :8;1% 48 37% 122 ;'1:ヲ.% 43 35% 131 主張 57 44% 
136 8ふ6~話 24 18見 130 、ι」
山b8s2高g 22 17% 130 三.8;e!且 14 11弘
128 8'10/O' 27 21% 135 43 32% 125 .}9.%， 25 20% 
97 61% 27 28% 105 66% 48 46% 109 69% 41 38% 
113 71% 45 40% 124 718，~も 46 37% 109 69% 42 39% 
106 67% 76 :7:'2:弘: 113 71% 86 監 99 62% 76 有i，o/~
79 50% 23 29% 82 52% 29 35% 56 35九 30 54% 
80 50% 32 40% 106 67% 49 46% 102 64% 50 49% 
107 67% 80 7J5%¥ 130 '8.2:拡j 98 片レーこ五7'5cl五器 113 71% 91 8;1;$; 
75 47% 66 ノ88%， 91 57% 73 94 59% 62 66% 
46 29九 22 48% 77 48% 67 |三81.弘 87 55% 61 弘元
41 26% 18 44% 46 29% 17 37% 62 39% 27 44% 
132 8'3%; 39 30% 139 話基 44 32% 134 Il二ど主将f 51 38% 
{資料④}
(1)継続アンケートの質問内容と結果
4.3自答 常定率
113 71% 
130 8.1封
137 8:6% 
143 89弘
144 9.0犯
92 58% 
120 75% 
118 74% 
94 59% 
44 28% 
97 61% 
55 34% 
56 35% 
72 45% 
140 8:8% 
? ?
?
??
??
???
??
? ? ?
?
??
??
???
??
??
??
??
? ?
? ?
?
??????
???
?
??
? ?
??
( 2)本年度と平成23年度の自己評価
知 ① 文献等、資料を適切に探せたか 3.27 文献等、資料を適切に探せたか 3.2 '" ② テーマ設定・dJ号査・まとめという一連の方法・技術が理解できたか 3.33 調査の仕方が身についたか 3.28 
③ 適切なテーマ(課題・問題点)を見つけることができたか 3.26 問題点(課題)を明らかにすることができたか 3.13 
考 ④ テー マ(課題・問題点)について自分なりに考察したり解決したりできたか 3.23 問題点(課題)を自ら解決できたか 2.89 
え
る ⑤ 他者と意見を交換できたか 2.83 他者と意見を交換できたか 3.02 
⑥ 自分の意見(考え)を持つことができたか 3.45 自分の意見(考え)を持つことができたか
⑦ 身の回りや社会・世界に興味や疑問を持つ等、視野が広がったか 3.36 (該当なし)
豊主 ⑧ レポートの内容を重量理してまとめることができたか 3.19 レポートの内容を整理してまとめることができたか
表 ⑨ 効果的な発表の仕方が身についたか 2.95 効果的な発表の仕方が身についたか 2.9 
? ?? ?? ?? ?「? 、 〉
?
???? ? ???
?
?，?、
?? ?
?
? ?
??????
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